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１．事業の趣旨

　我が国の人工林の半数以上は、一般的な主伐期

である10齢級以上となっており、それに伴って

更新期を迎えています。主伐後の再造林を着実に

進めていくためには、優良な種苗を低コストで安

定的に供給する必要があり、種苗を生産する基と

なる健全な原種苗木を安定的に供給することが

重要となっています。このため、農林水産技術会

議委託プロジェクト研究「新世代林業種苗を短期

間で開発する技術の開発」（平成24～27年度）の

成果を受け、平成30年度の「エリートツリー等

の原種増産技術の開発事業」（林野庁補助事業）

に、森林総合研究所林木育種センターと京都大学

が取り組んでいます。

２．事業の概要

　本事業では、スギを対象としエリートツリーの

原木等から、３年の育成期間で原木１本あたり

300本の原種苗木を生産する技術の開発を目標

としています。開発にあたっては、これまで林木

育種センターが培ってきた、採穂台木の管理技

術、さし木技術、つぎ木技術及び採穂台木やさし

木・つぎ木苗木の育成技術を基本とし、農林水産

技術会議委託プロジェクト研究で得られた、原木

から採取した20本の穂から３年間で100本以

上の原種苗木を生産できる技術と、近年改良が進

んでいる環境制御による育成技術等を組み合わ

せることにより、原種苗木の生産性を向上させる

こととしています。

　エリートツリーは、系統あたりの原木の本数が

１本～数本しかない場合が大半です。また、さし

木林業地帯である九州育種基本区では、さし木発

根性が高いスギエリートツリーが選ばれていま

すが、他の基本区では、さし木等の増殖特性は

様々であり、これらについても、３年という短い

育成期間において多くの原種苗木を生産するこ

とを目標にしています。このため、様々な技術開

発課題を設定しています。例えば、従来はエリー

トツリーの原木や採穂台木から発生した勢いの

ある枝を採取し、先端のみを穂木としてさし木あ

るいはつぎ木を行ってきました。ここから得られ

る穂木は、これまでは、多くても20本程度でし

たが、より多くの穂木が活用できるような技術開

発を行っています。また、系統によっては、さし

木発根性が低いことが予想されますので、そのよ

うな場合への技術的対応も検討しています。

　また、原種苗木は、育成された場所（苗畑）と

植栽する場所（造林地）では、気象などの環境条

件が異なる場合がしばしばあります。また、短期

間で育成される原種苗木については、植栽後の成

長や生存率についての懸念もあります。このた

め、多様な環境条件に耐えうる健全な原種苗木を

生産するための技術開発にも取り組む考えです。

　さらに、本事業で開発される技術は、都道府県

や認定特定増殖事業者が採種園・採穂園の採種

木・採穂木を育成する際に活用されることも念

頭に置いています。このため、有益な技術情報に

ついては随時提供していきたいと考えています。

　様々な課題を解決しなければならない開発事

業ですが、急増する原種苗木の需要に応え、かつ

質の高い健全な原種苗木の安定的な供給に向け

て技術開発を進めていく考えです。

（育種部　育種第一課　田村　明）

１．アオダモとは

　アオダモはモクセイ科トネリコ属の亜高木性樹

木で、日本では北海道から九州に分布します。樹高

は10～15m程度で林内で目立つ樹種ではありま

せんが、５月から６月初めには白い円錐形の花が

目を惹きます。材の強度が高く粘りが強いため、特

に北海道産のアオダモは優良な野球バットの原料

として知られていますが、過去の伐採、シカやササ

による更新阻害による資源の減少が危惧されてい

ます。このため、国産材バットの持続的な生産に向

けて、NPO法人「アオダモ資源育成の会」などによ

る植樹活動が進められています。

２．アオダモの葉緑体ＤＮＡ塩基配列による

　地理的変異の解明

　アオダモの着花（果）には豊凶があり、５～８年

に一度豊作となる比較的長い豊凶周期が見られま

す。豊作の年に十分な量の種子が確保できればよ

いのですが、地元産種子が不足すれば他産地の苗

木を植栽する必要が生じます。しかし環境が大き

く異なる地域間で種苗を移動すると、周辺の天然

集団と遺伝的に異質な種苗を持ち込んでしまう可

能性があります。この場合、植栽木が環境に適応で

きずに枯死したり、成長して周囲に自生する個体

と交雑することにより天然集団を衰退させてし

まったりすることが懸念されます。そこで私達は、

アオダモの生育地による遺伝的な違いを検討する

ため、全国66カ所に生育するアオダモを対象に葉

緑体DNAの塩基配列の変異を調べました。

　葉緑体DNAの６領域において13か所の塩基置

換が検出され、その組み合わせにより７種類のハ

プロタイプ（葉緑体やミトコンドリアDNAの遺伝

子タイプのこと）が見出されました。それぞれのハ

プロタイプの分布を見ると、中部地方から北関東

にかけて多様なハプロタイプが検出されたほか、

北日本と西日本とでは遺伝的に異なる系統が分布

することが示唆されました（図１）。一方で北海道

内では１種類のハプロタイプのみが検出されてい

ることから、道内での種苗の移動が問題となる可

能性は低いと考えられます。

　また、北海道育種場では北海道内の６産地で採

取した種子から育成した実生苗を用いて３か所の

産地試験地を設定しており、成長に関する産地間

変異についても調査を進めています（図２）。５年

次の苗高では、家系による差異は認められるもの

の産地による差異は認められず、北海道内では産

地による違いは小さいものと推測されます。

３．国産材バットの持続的な生産に向けて

　北海道育種場では本稿で紹介した地理的変異に

関する研究だけではなく、優良クローンの収集や

保存、コンテナを用いた苗木の育成方法の検討に

も取り組んでいます。今後も産地試験地での調査

の継続や優良クローンを利用した種子生産手法の

検討などによるアオダモ資源の充実を通して、国

産材バットの持続的な生産に貢献したいと考えて

います。

（北海道育種場　育種課　福田　陽子）

エリートツリー等の原種増産技術の開発に向けて

図2　産地試験地の種子の採取地（青）と試験地の位置（赤）

図1　アオダモにおける葉緑体ＤＮＡのハプロタイプ

　　 マップ（色ごとに異なるハプロタイプを示す）
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